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竹林の現状 

◇ 竹林面積 

 

     

 

 ◇ タケノコの需要 

  

 ・国内生産量はＳ50～60 年代の 16 万㌧から 1/5 

の 3～4 万㌧程度と大幅に減少となっており、中 

国を主とする輸入量は約 20 万㌧と国内の 7 倍と 

なっている 

 

・その原因は 

 （１）安価な中国産の輸入増による需要減 

 （２）竹製品のプラスチック製品化 

 （３）竹林所有者・管理者の高齢化                

  

     

◇ 放置竹林は防災上悪影響 

 

   ・放置された竹林は浅い地下に密集して根を張るので 

 豪雨時には浸透せずに池状態になり地滑りや土砂崩れ  

   が発生しやすい 

  (右図写真は H28 年の台風 16 号熊本の竹林崩壊現場） 
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資料：林野庁「森林資源の現況」（各年の3月31日現在 

の数値） 

・微増傾向が続いているが地域的には手入れが 

行き届いていない地域で拡大している 

 

・森林への侵入拡大(占有率 25％以上)面積を加えると 

42 万ｈａとなり、右図面積の 3 倍近い状態にある 

 

竹林の荒廃化は，環境悪化、防災面で悪影響 
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孟宗竹の伐採・収集・ ・ポータブルウインチ活用による緩斜面、急斜面

搬入 　での竹の収集作業効率やコスト低減を図る

・竹の幹部分４ｍカットし竹径６０㎜～１８０㎜
　を竹粉製造に使用する
・竹の葉や小枝部分はチッパー処理し堆肥
　の製造過程で混入する

　（ポータブルウインチ作業）

竹を竹粉製造機へセット
（主軸カッター）

酸性水による竹の洗浄消毒 ・竹表面を雑菌洗浄処理することにより乳酸発酵

　（竹粉製造機本体） 　を容易にする

切削開始及び集塵装置への回収 ・切削時間は２．５分～５分（粒度による）

・ふるい器による選別作業 ・切削による竹粉粒子は３００μ

　（洗浄消毒作業）

・竹の節を処理した
　切片等の除去

　　（集塵装置） （ふるい器）

密封発酵養生   二次破砕作業
  （粒度最小化）

　・竹粉平均粒度は３０μ

・夏場の養生期間は２週間
・冬場の養生期間は３週間

（二次破砕機）

真空パック袋詰め・保管 食品用袋詰め・保管

　　（真空装置） （アルミパック）

・嫌気性発酵のため密封保管

　　　　（微粒子竹粉）

農業者等への販売
食品業界またはペット業界へ販売

　竹　粉　製　造　の　工　程　フ　ロ　ー

真空アルミパック 

 

    竹の 100％活用ビジネスお手伝いします 
◇ 竹林整備ボランティア・大企業環境ＣＳＲ活動 お手伝いします 

 

◇ 講演・セミナー随時承ります 

・乳酸発酵竹粉の多用途活用事例  

・農業の六次産業化（制度の仕組み、認定制度、助成金等） 

・竹 100％多段階活用ビジネスの提案・支援 

（農業・畜産・バイオマスプラスチック・ヘルス商品・食品等） 

・事業化ビジネスモデル構築支援等々 
 

◇ 新たなバイオマス活用に関する持続可能な事業創出支援 
・六次産業化総合化事業計画申請業務(含むプランナーの紹介、 

 行政との調整他) 

・各種助成金・補助金の情報提供及び申請支援業務 

・経済性分析・LCA(Life Cycle Assessment）支援業務    

 

  ◇ 竹粉の多用途実証試験及び材料の提供引き受け 

    例えば 

    ・竹粉製造機実機見学斡旋 

    ・竹粉の微粉砕試験(機械装置の紹介、試験立ち会い等) 

・農業分野（施肥効用測定）、畜産・ペット飼料分野（消臭効果測定） 

・工業製品（バイオマスプラスチック）の装置見学、物性値測定他 

    ・ヘルス＆ビューティ商品の機能試験他   

    ・食品機能試験他 

    ・竹粉活用に関するハード・ソフト 技術的蓄積あり 

     協同試験・開発等、対応いたします 

 

◇ 高品質乳酸発酵竹粉安価提供 

  ・一次破砕（粒度３００μ）および二次破砕（５０μ以下） 

  ・500ｇ（アルミパック）～50ｋｇ（ポリ袋）単位で販売 

 

◇ 竹関連機械装置の販売 (注)性能等別記参照 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

高速竹粉製造機 二次破砕装置 真空包装装置 低温真空乾燥機 高速竹粉製造機 二次破砕機 

https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e3%82%bb%e3%83%9f%e3%83%8a%e3%83%bc%e9%a2%a8%e6%99%af&view=detailv2&&id=5E9FFAB42FE8C3C9993E1D8A7DF9145F765E8A40&selectedIndex=16&ccid=TN/gksZg&simid=607992161382040896&thid=OIP.M4cdfe092c660ce0c0ec5fd4eb8535d08o0
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竹資源の高度・多段階利用による事業創出 概略 
   ◇ 第一段階用途（前処理作業 事業化よりコストの回収が主） 

 

放置竹林整備     ⇒    チップ化     ⇒       

・枯竹・古竹・小枝や枝葉・木材の処理  

・チップは堆肥化や燃料に利用 

・太い新しい竹は遺して整備竹林にする 

・第二段階用途で本格事業化を図る  

 

  ◇ 第二段階用途 (高品質乳酸発酵竹粉の生産) 

 

  ・竹は 1 年で成木となり、竹林整備継続することで竹林は再生循環出来る 

 

           
 

 

 

    整備竹林        高速竹粉製造機     300μ乳酸発酵竹粉   粉末内部多孔質 

 

・竹林整備後、2～3 年経過した竹を高速竹粉製造機で 300μの粉末を生産。竹由来の乳酸菌が発酵 

・竹はイネ科に属し、乳酸発酵竹粉にケイ酸が多く含まれている 

・乳酸菌とケイ酸の働きに注目し事業化を展開 

 

◇ 第三段階用途（工業製品 微粉末竹粉の生産） 

・乳酸発酵竹粉を二次破砕機で更に微粉砕して高付加価値商品化事業が可能 

・粒度を数十μにして、食品・サプリメント・化粧品等  

の工業用途に発展 

・竹に適した微粉末機械の選定が重要 

 例 

・30μ程度の微粉末は食品一般及び健康食品・化粧品に入れて使用されている 

・第四段階・第五段階の材料として活用 



5 

 

 

◇ 第四段階用途 工業製品化（竹粉からエキスを抽出生産） 

 

・乳酸発酵竹粉からエキスを抽出することができ、高機能・高付加価値商   

品の事業化が可能 

・通常はアルコールを溶媒として分離抽出するが、左図の装置はアルコー  

ル不使用。低温で材料に変質なく固体と液体に分離が可 

・若竹の粗粉砕材料を投入すると竹の繊維が取れ、竹布等竹繊維の活用が  

出来る 

・竹に限らず、植物全般にこの技術は応用可能 

ハーブ・果実・花卉・農作物非食用部等・・・・・ 

 

◇ 第五段階用途 工業製品化 (バイオマスプラスチックの生産) 

 

・特殊混合溶融装置使用により高濃度の竹バイオマスプラスチックが生産可能 

・従来の木質バイオマスプラスチックは木質濃度１０％の商品が主流 

ウッドプラスチックは濃度５０％が限度で押出成型・またはプレス成型のみ  

でパレット・デッキ等簡単形状のみ 

・本方式は竹粉濃度６０－７０％混合溶融でき、射出成型製品も生産可能 

・竹粉の含有ケイ酸効果により、強度・耐熱性のアップ、抗菌性もある 

・ＰＬＡプラスチックに入れ生分解性メリットもあり 

・ＰＬＡ・タルク等より比重小さく、軽量化が可能 

・実証試験実施済みであるが、個別製品ごとに材料・製造法の開発試験が必要 

 

 

 

◇ 第六段階用途 （その他） 

 

   その他の高品質乳酸発酵竹粉利用の用途を紹介する 

   １. 糠    床   ：・乳酸発酵竹粉 400ｇ 米ぬか 600ｇを基準,つまり竹粉 40％入りの糠床 

            ・従来の糠床と違って乳酸菌は嫌気性菌なので混ぜる必要が無いのが利点 

            ・乳酸菌・酵母・アミノ酸等の効果でさっぱりした味となり好評である 

            ・販売価格は￥1,000/ｋｇ程度 

２．ペット飼料 ： ・室内飼育の犬、猫の糞尿の消臭対策としてお勧め 室内臭気改善 

            ・飼料に１～２％程度混入すること糞尿の臭いが軽減できる 

            ・実験によればアンモニア臭より、悪臭度の高いメチルメルカプタンや硫化水素

などの成分が減少することが良い効果をもたらしている            

３．その他   ： ・お茶に耳かき程度混入することで、便秘改善効果あり 

                     ・焼酎にしている例もある 
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特殊肥料 

水分 ＥＣ ｐＨ 粗灰分 Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｃ Ｃ／Ｎ Ｐ２Ｏ５ ＣａＯ ＭｇＯ Ｋ２Ｏ Ｎａ２Ｏ

30.5 1.92 4.2 1.2 0.32 47.8 149 0.08 0.05 0.11 0.8 0.01

アミノ酸 

単位
ｍｇ/100g
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合計

粉末300μ 5 10 2 1 15 12 54 8 9 16 11 18 11 8 31 8 21 15 255

粉末50μ 12 28 11 7 7 17 40 14 2 22 12 22 12 11 63 16 57 19 389

農業への活用 

 

高度・多段階利用による事業創出 詳細 

第一段階 竹林整備 初期作業 

    事業化に向かない竹材の処理 

    整備竹林のインフラ整備の役割 

    処理の産物からコストの回収を図る  燃料・堆肥混入（水分調整・発酵促進）等 

    里山環境改善・生物多様性改善・周囲への竹浸食の予防 

    ボランティア・環境ＣＳＲ活動の支援 

第二段階用途 ① 農業分野への実践と事業化 

 
 

                         

農業資材     パウダー直接・堆肥添加 発酵促進・微生物活性・収量増 

              糖度アップ・硝酸態窒素減少 

               飼料資材     パウダー直接・飼料添加 整腸、成長促進、糞尿消臭 

               食品資材     パウダー・乳酸発酵（糠床） 発酵促進 

                                   食物繊維入りの機能食品に 整腸性 

 

・竹由来の乳酸菌を効率良く発酵するには竹齢１～２   

年竹より３～４年竹が適する（孟宗竹） 

・竹粉製造時は軸に直角に切削する 

・幹内の維管束の２μの孔で粉末内の多孔質(左図) 

・植物性乳酸菌数１０億個／ｇ生息 

 ・維管束の壁の細胞にケイ酸が存在し、動物の骨の役割をしている 

  
・竹粉に約 20 種類のアミノ酸あり。ギャバγアミノ酪酸も発酵により増える 

  黄色は人間の必須アミノ酸である  
           ・サプリメントとして最近評判のギャバ（γアミノ酪酸）もあり、発酵が進むと 

 増加の傾向にある 
  

 

 

  

 

 

 

 

都道府県届出可能  

 

主  な  効  用 

竹粉の多孔質構造 

農 業 ・ 

畜 産 ・ 

食 品 等 
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飼料成分

食物繊維 

 

植物性ケイ酸の効果 

 

 農業への活用 

 

工業への活用 

 

 

・竹由来の原料であり飼料届出可能 

・食物繊維が多いので人間の食品としても、 

・乳酸菌と共に胃腸には良い働きをする 

 

・微生物活性値が高いのはフカフカ土壌で作物には良い 

・化学肥料より有機栽培の方が土壌中の微生物活性度は高い 

・乳酸発酵竹粉末を施肥するとさらに土壌活性化がすすむ 

・発根や厚葉効果が見られ糖度が増し硝酸イオン値が低減される 

 

 

 

 

・竹はイネ科で稲と同様にケイ酸含有量が多い 

・光合成が盛んに働き、生育に大きく貢献する。 

理由はケイ酸は石英・ガラス成分なので農作物の葉に吸収されて 

太陽光に当たると、反射して成長促進・根の吸収を働かせる  

・糖度増加・硝酸態窒素の削減等に作用する 

 

・プラスチックへの複合で強度・耐熱性向上 

・工業製品としての水溶性珪素がサプリメントとして大きな効果をもたらす 

・諸外国や医療の学会でも盛んに取り上げられている。 

・植物性ケイ酸として含有量を分析し、人間だけでなく植物・工業製品にも効用が 

出るのではないか、竹で検証中ある 

 

竹のケイ酸分析データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

g/100g ｄｒｙ 水分 蛋白 脂質 灰分 食物繊維
300μ 28.92 0.82 0.81 0.62 71.74
50μ 8.92 1.94 0.94 2.03 81.74

土壌微生物の活性化 
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第二段階用途 ② 竹粉の作り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体機械主要仕様                  竹粉製造機の特徴 

１.高い生産性 

竹粉 800 ㎏～1000 ㎏/日  

２.切削騒音低減 

通常切削騒音は 80~90 ㏈ 

３.チップ耐久性 

市販の超硬製チップ使用     

寿命 50Hr(4 辺利用) 

４.竹粉粒度 300μ 

 ｶｯﾀｰ 1500 回転 

  竹送り速度 80cm/min 

５.多孔質粉末・乳酸発酵 

          

竹粉集塵装置           真空包装機          二次破砕機 

MY-150XN 型 2.2ｋＷ       NL46-P60 型        DD-2 型 3.7ｋＷ 

風量 33 ㎥/min 200L 収量     5ｋｇ真空ﾊﾟｯｸ用      粒度 50～                

重量 70kg          重量 270 ㎏        900wＸ944LＸ1834h  

 

 

電  源 三相交流 200V 

モーター切削用 18.5kW４Ｐ(全閉外扇形)（定トルク） 

送り装置用 ５kW AC サーボモーター 

クランプ用 3.5ｋＷ ＡＣサーボモーター 

集塵装置用 2.2ｋｗ２Ｐ 

主軸回転数 選択式 500・800・1000・1500・1800 

送り装置速度 1～200cm/min（数値入力） 

竹加工可能範囲 直径 60～180cm 全長 300～4200 ㎜ 

機械サイズ   全長 5900 ㎜ 巾 1400 ㎜ 高さ 1520 ㎜ 

カッターチップ チップ数２８チップ（超硬製チップ市販品） 

高 速 竹 粉 製 造 機 
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竹粉製造工程のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

孟宗竹の伐採・収集 
・直径６０ｍｍ～１８０ｍｍの竹を伐採 

搬入 
・竹幹を 4ｍにカット 
・枝葉はチッパー等で処理 

(ポータブルウインチ作業) 

竹を竹粉製造機へセット 
主軸カッター 

 ４ｍ竹加工 
特許取得 

 3～5 分 

酸性水等で竹の洗浄消毒   
（竹粉製造機本体） 

竹表面の雑菌を消毒  重要   

雑菌が混入すると乳酸菌は死滅し、竹粉は黒色化 

切削開始及び集塵装置への回収 

ふるい器による選別作業   （洗浄消毒作業） 

竹の節を処理した  切片等の除去 

（集塵機・ふるい機の連続自動機開発） 
（集塵装置） （ふるい機） 

密封して発酵養生 
  二次破砕作業 

  （粒度最小化） 

各 種 加 工

用 微 細 竹

粉化 

 

 

・夏場の養生期間は２週間 

・冬場の養生期間は３週間 

        （二次破砕機） 

袋詰め・保管 真空パック袋詰め・保管 

   

（真空装置） （アルミパック） 

嫌気性発酵のため密封保管 

 微細竹粉 

エキス分離・粉末装置 

（低温真空乾燥機） 

置 

機能性付加価値商品化 

エキス：化粧品・サプリ等 

粉末：食品、石鹸等 
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竹粉有 竹粉無

代表株の穂数(本） a 27 21
　　　　　　籾数(粒） b 2908 2125
1m2当り　株数(株） c 11.49 11.49
　　　　　　穂数(本） 310.23 241.29 cxa *
平均１穂籾数(粒） 107.7 101.2 b/a **

①平均１ｍ２当り籾数(粒） 33411.77 24418.55 *ｘ**

代表株の穂重（ｇ） e 73.8 53.9 ②
平均１穂重　　（ｇ） 2.73 2.56 e/a

代表株の籾数(粒） b 2908 2125
沈んだ籾数　(粒） 2493 1902 b－f ***
浮いた籾数　(粒） ｆ 415 223
②登熟歩合　　％ 85.7 89.5 ***/b

10g当り籾数　(粒） ｇ 405 432
③1粒重　　　（ｇ） 0.0247 0.0231 10/g ****
千粒重　****x1000 24.7 23.1 ③

①平均１ｍ２当り籾数(粒） 33411.8 24418.5
②登熟歩合　　％ 85.7 89.5
③1粒重 0.0247 0.0231
④籾ずり歩合　％　　仮定 84 84
⑤x1000　　10aに換算 1000 1000
⑥÷1000　ｋｇに換算 1000 1000
⑦10a当りの玄米収量ｋｇ 594.1 424.07

計算式
計
測

①

収
量
診
断

収
量
診
断

収
量
調
査

①x②ｘ③x④

④

第二段階用途 ③ 農業分野への実証試験 

農業栽培実証試験 水稲栽培への竹粉活用 

2012/9/7 愛媛県 中山高校 

（３ａ 圃場にて） 

①1株当たりの穂数と籾数が多い 

②穂の重量が重い 

③籾の重量が重い 

④竹粉施用による収量 

増加は玄米で４０％の 

増加となる 

 

竹はイネ科であり、竹粉には稲に必要     

なケイ酸が含まれる 

こういう植物に含まれるケイ酸をプラ

ントオマールと呼び、よくシナリ、極

めて非導電性があり、稲の骨格組織と な

る 

 

 

 

農業栽培実証試験 ホウレンソウの収穫量、品質試験結果 

（財）日本土壌協会 栃木県茂木町  ♦播種:H23-11-10、収穫:H24-1-23

 

 

 

 

 

 

 

圃場全景         堆肥 2t＋竹粉 50kg 区        堆肥 2t 区 

 

収量・糖度とも堆肥+竹粉が最も高い 

 

試験区 15株重量ｇ 糖度 硝酸態窒素ppm

①堆肥2t/10a区 290 5.1 2,400

②堆肥4t/10a区 296 4.3 2,500

③堆肥6t区 300 4.7 3,300

④堆肥2t＋竹粉50㎏/10a区 305 7.3 2,500

⑤慣行区(尿素60＋鶏糞120)kg/10a 295 6.3 2,800
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栽培実証試験 県農業試験場での栽培試験結果 

さつまいも収量 1.2 倍 

         

農林水産省補助事業 竹粉活用栽培実証試験 

レタス栽培試験    南あわじ市有機栽培農家 2013-3-20 

       
竹粉施用効果 

全体評価 根の張りが良く、抜きにくい。 収量 13%増加 

食味としてエグミが少ない（硝酸態窒素少ない） 

保存期間が通常１ｗが 2W に伸びた 

出荷時評価「秀」  （別の竹処理粉の竹堆肥は収量が元肥のみと殆ど同じだった） 

試験区 収量（箱数） 指数 糖度 指数 硝酸態窒素 指数

元肥+堆肥＋竹粉 270 113 5.6 140 1500 79
元肥+竹粉50kg 250 104 5.2 130 1600 85
元肥+竹粉100kg 260 108 5.2 130 1300 59

元肥のみ 240 100 4 100 1890 100

ハクサイ 収量 1.4 倍 
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試験区 収量（箱数） 指数 糖度 指数 硝酸態窒素 指数

化学肥料＋竹粉 542 168 4.7 131 1780 100
化肥+竹粉＋堆肥 587 182 4.2 117 1570 88

化肥+堆肥 525 163 3.3 91 2700 151
化学肥料のみ 322 100 3.6 100 1780 100

農林水産省補助事業  竹粉活用栽培実証試験 

チンゲン菜  かすみがうら市 アグリ藤井 

 

① 

② 

③ 

④ 

竹粉施用効果 

化学肥料のみに比べ１．７～１．８倍の収量となる 

糖度は１．３倍となる 

硝酸態窒素はほとんど変化なし                  

   ①   ②  ③  ④    ①  ②  ③  ④ 

                                                    

農林水産省補助事業  竹粉堆肥製造実証試験 

• 特殊肥料       乳酸発酵竹粉は特殊肥料として届け出することができる 

 

• 堆肥         堆肥に入れる時は竹チップで十分発酵促進と水分調整に効果が有る 

             年間１５００トン堆肥製造のプラントでは原料は５０００トン(水分含む) 

             に対し、１００トン程度の竹チップで、二次発酵後の水分が良好で 

             乾燥ラインを通さず、仕上がっている事例が有る 

 

• スーパー堆肥      竹林土着菌を米ぬかで培養した種菌１５ｋｇを堆肥１㌧と混ぜたスーパー   

堆肥として付加価値を付けたスーパー堆肥は栽培効果が大きく、翌年にも 

繰越効果が出る 

 

• 家畜飼料届出      竹の加工のみで添加物の無いことを示して、飼料製造工場として届け出  

することも可能 

 

• ペット飼料届出    ペット飼料に少量添加で排泄物消臭効果が有る 

 

 

 

 

圃場全景 
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第二段階用途 ④ 畜産分野への実践と事業化 

黒毛和牛仔牛への竹粉給餌実証試験 

雄雌各 3頭で竹粉給餌有無の計 12頭で定期的に体

重・体高・胸囲・腹囲を測定して 

竹粉給餌効果測定 

 

体重 右記グラフ 

（１）総じて竹粉給餌は成長が良い 

（２）雌は通常雄より成長が遅いが、竹粉 

給餌により雄を上回った 

 

 

 

 

 

 

 

 

雌牛体重を全国統計と比較（右図） 

（１）グラフは全国平均値と+1.5σと-1.5  

σを示すが雌の No.639 は+1.5σを 

   上回る全国程度の著しい成長である 

 

結論 

１）竹粉の給餌は成長促進に有用 

２）竹粉給餌は離乳後 0.3%から始め   

て順次 1%程度まで増やしていく 

３）普通は雄より遅い雌が成長促進著しい  

４）雄も去勢後のストレス解消が速い 

５）下痢が少なく、糞が早目に固まる  

６）毛並みが良い 

 

 

 

岡山県 哲多和牛牧場実施 

黒毛和種 1600 頭 

雌仔牛 120 頭全頭に竹粉給餌を決めて実施中 

 

 

単位：㎏ 1日 3日 100日 160日 220日 250日
雌試験 34.8 36.2 101.2 136.5 202.7 253
雌対照 29.3 31.5 85.8 106.7 173 221
雄試験 30.3 32.5 100.3 138.8 208.2 248.3
雄対照 33.3 35 100.3 135.7 198.5 232

(注）試験区＝竹粉給餌

出典：哲多和牛牧場

和牛仔牛体重推移
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第二段階用途 ⑤ 農業での事業化 経済性   

竹粉を活用した事業化のビジネスモデル 

現在の市場価格は 

・消費者小売りの場合は１ｋｇアルミ真空パックで￥３００～￥５００／ｋｇで販売 

・大量・直近使用の場合は１５ｋｇポリ袋で￥１５０～￥２５０／ｋｇ 

・販売の量と形態により単価も変化する。中間代理店事業の一例は次の通り 

中間代理店 
製造者からの   

仕入価格 
販売価格 

 
１ｋｇアルミパック ￥２００／ｋｇ ¥300 

１５ｋｇポリ袋 ￥１５０／ｋｇ ¥200 

しかし農業マーケットで事業化するにはさらに厳しい価格を要求される 

 

竹粉製造業者の事業のケーススタディを下記に示す 

機械の生産能力は 

 ①竹材（4ｍ）1本  １５㎏/4 分   

②時間当り  ２２５㎏/hr （１５㎏/４minX６０min) 

 ③１日当り１．３㌧ （２２５㎏Ｘ８hrＸ（間接時間 30％相当）０．７＝１２６０㎏≒１．３㌧） 

 ④年間（Max） ３００㌧ 

モデルケースとして：ケース①３００㌧（フル生産）～ケース④５０㌧の４ケースに対し、  

販売価格@250 と@200 とした場合の原価と粗利を表にまとめた 

 

ケース④の年間生産 100 トンで販売価格\200/kg の場合年間 747 万円の利益。2年で機械代回収出来る 
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平均粒度 処理量
ＭＫＮ社 3.7kw 250万円 16.4

ＦＫＳ社 1.5kw 700万円 1.5

ＳＧＮ社 2.2kw 200万円 2.2

第1回　　2012年2月

100μ
以下

平均粒度 処理量
ＭＫＮ社 30kw 600万円 116μ 222

ＦＫＳ社 18.5kw 2185万円 51μ 12

SGN社

MSN社 30kw 1400万円 77μ 95

第2回　　2013年10月

辞退

32μ 53μ 75μ 106μ 150μ 500μ
原料 36.0 60.4 91.4

破砕後 22.0 44.2 77.3

原料 46.3 64.7 91.1

破砕後 30.3 51.2 84.5

第２回
2013/10

第３回
2016/9

第3回　2016年9月　MKN社　粒度の数値はμ サイズの通過率

 

第三段階用途 工業分野への活用 （１） 

多目的の工業利用のための竹粉粒度の最小化 

竹の一次破砕の乳酸発酵竹粉の平均粒度は 300μ 

二次破砕メーカーの性能比較試験を実施。50μ以下の粒子で 50%以上を目標とする。紛体粉砕技術は衝撃

式・気流式等多様であり、竹粉原料に最適選択が必要 

第 1回 小型機で生産性を比較。衝撃式のＭＫＮ社の機械の処理性能が高い 

  

 

 

第２回 大型機で生産性の向上試験。ＭＫＮ社が価格も安く、生産性も高い 

 

 

 

 

第 3 回 ＭＫＮ社に絞り、原料粒度を改善して、二次破砕後の粒度を上げる試験 

を実施。粒度目標 50μ以下を 50%以上を達成する 

  

 

 

 

 

 

微細竹粉の用途開発 

１）食品用途      ・食パン・クッキー等に既に使用されていたが、微細粒度で舌触りが大 

きく改善され、適用範囲が広がる 

・食物繊維が 70%以上で乳酸菌効果と合わせ、整腸作用がある 

２）化粧品用途       ・現在でも超微細竹粉はコストが非常に高くてもハンドクリームに塗り込んで愛

用している人もいる 

             ・今回の微細粉末化技術の革新でコストが大幅に下がり用途拡大が可能 

となる 

３）サプリメント     ・食物繊維・植物性乳酸菌・植物性ケイ素等のサプリ開発可能 

    開発 

４）バイオマスプラス  ・微細粉末 水分少量でプラスチックに複合可能 

  プラスチック開発  ・竹のケイ素でプラスチック強度アップ 

               ・ＰＬＡと竹粉で生分解性プラスチック可能 
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第四段階用途 工業分野への活用 （２） 

竹粉のエキス抽出   化粧品開発 

  特徴 アルコール培養を使わず、加熱水蒸気も使わない低温乾燥技術  

 

（低温真空乾燥機装置）                      （固体・液体分離システムフロー） 

生産プロセス ： 

１）乳酸発酵竹粉を低温・間接加熱（約 50℃）炉に投入  

２）低温加熱なので変質なし 

３）真空吸引により蒸発した水分を冷却してエキスとして回収 

４）乳酸発酵竹粉は含水率３５％。竹粉１０ｋｇからエキス３．５リットル抽出できる 

５）乾燥竹粉は低温真空乾燥中の撹拌で超微細粉になりサプリメント化可能 

   アルコールを全く使わないので、イスラム圏向け ハラル認証も採れる 

 

活用用途 ： 

  １）エキスは試験試用で保湿効果が高いと好評 

  ２）竹成分の植物性ケイ素によるサプリメント化が可能 

  ３）抗菌性・成長ホルモン・ミネラル等栄養成分分析により健康食品の開発可能性あり 

  ４）本装置は竹に限らず、植物の固体・液体の分離装置として使用することができ、 

    農作物非食用部・花卉・ハーブ等のエキス抽出に活用できる 

 

上記 2件の機械設備に関しては別途ＮＰＯ法人グリーンネットワークまでお問い合わせください 
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竹粉の工業利用 プラスチックへの複合混合溶融機 

第五段階用途 工業分野への活用（３） 
 

 

 

常識を覆すバイオマスプラスチックの開発 

特徴 １）木粉複合のウッドプラスチックは５０％複合が限界 

      本技術では６０%～７０％の竹粉が高濃度で複合可能 

    ２）高濃度なのに射出成型まで成型可能 

     （今までは絶対にあり得なかった革新技術。実証済み） 

    ３）プラスチックの強度増加。 

     （イネ科特有の竹粉のケイ酸がプラスチックに作用する） 

    ４）プラスチックの耐熱性向上 

    ５）本装置では竹粉の含水率３０％水蒸気を装置内で高温高圧にしプラスチックと溶融 

 

写真の混合溶融装置による 
用途 １）用途を選ばないが、今までの蓄積されたプラスチック技術に代替えするには十分な試験 

      が必要 

    ２）ＰＬＡの様な新分野での強度増・添加剤代用による重量低減・生分解性付与・抗菌性等の新機

能付与等を狙う 

    ３）プラスチックに附加している強度・耐熱性等々添加物の一部の代替可能性あり 

技術実証の状況 

【表１】農水省Ｈ25 年度補助事業 樹脂 PP(ポリプロピレン)に竹粉を６０％・７０％複合 

し、射出成型により強度試験片【下図】を作成して測定した 

【結果】70％複合時 純正 PP に比  

  較し 

①曲げ弾性率が約 4倍 

②他の強度も上がる 

③荷重たわみ温度が 1.5 倍となる 

④衝撃値が60％竹粉では減少したがエラストマー添加 

で強化され７０％竹粉では減少しなかった 

  

 

 

 

 

 

 

2014/3/30 2014/6/17 2014/7/25

竹粉７０％

PP４０％ ｴﾗｽﾄﾏｰ添加 PP　30%
ＭＦＲ(ﾒﾃﾘｱﾙﾌﾛｰ） g/10min 30 5.6 2.8 4.9

密度 g/cm
3 0.9 1.03 1.09 1.16

引張降伏強さ MPa 20 24.7 24.8 32.3
引張降伏呼び歪 % 100 14.4 8 6
曲げ弾性率 MPa 1000 2020 2120 4170
曲げ強さ MPa 26 44.2 45.3 74.4
ｱｲｿﾞｯﾄ衝撃試験 kj/m2 ー 3.9 7.2 7.2

ﾁﾞｭﾛﾒｰﾀｰ硬さＤ ー 64 20 30 28
91 12.4 102 149荷重たわみ温度(0.45Pa）℃

ＰＰ１００％単位
竹粉６０％
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抗菌性調査（ＰＰ試験例） 

【表 2】ＮＰＯ法人実施                           

PP100%もメーカー提供の物性表だけでなく、竹粉の 50/60/70%複合と同条件で成型して物性値を測定した 

                     

【結果】ほぼ同様の結果 

①曲げ弾性率は増加した 

②曲げ強さは若干減少した 

③引張強さも減少した 

④衝撃値は大きな変化なかった 

⑤耐熱性は増加した 

 

 

 

【表 3】ＮＰＯ法人実施                            

低密度ポリエチレンＬＰＤＥへの竹粉・ホタテ粉各 20%複合時の物性変化を測定。ホタテ粉は抗菌性調査(別

記試験) の為に検査した 

 

【結果】竹粉効果は曲げ弾性率で著しい 

①竹粉では曲げ弾性率が 3倍に増加。引張試 

験は大幅に低下衝撃値は大幅低下   

②ホタテ粉は衝撃値低下 

他は変化少ない 

③表面硬さ・耐熱性は変化なし  

 

 

【表 4】農水省Ｈ25年度補助事業   

【結果】竹粉には抗菌力有 

①竹粉には抗菌性がある 

②ホタテ粉はここでは抗菌性はなく、むし 

ろ 50 倍に増加した 

  

 

 

製品開発試験  同じ樹脂でもグレードや混合溶融条件・成型条件等で物性には差が出るので、個別 

製品毎の試験が必要である。実際の製品への活用試験の為の費用分担等は   

       (株)ｸﾞﾘｰﾝﾈｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞと樹脂メーカーとの打合せによる 

他の工業製品への研究テーマ 

 １．竹粉１００％での成型製品 

２．乳酸発酵竹粉の低温真空乾燥による固液分離（固体はサプリメント 液体は化粧品等他の一般農作物

の非食用部への固液分離と高機能製品開発 

   ３．竹特有の乳酸菌・成長成分・抗菌効果・吸着／消臭効果等活用の製品開発の開発 

PP　50% PP　40% PP　30%

竹粉50% 竹粉60% 竹粉70%

ＭＦＲ(ﾒﾃﾘｱﾙﾌﾛｰ） g/10min 8.1 0.3 0.7 2.4

密度 g/cm3 0.91 1.13 1.10 1.07

引張降伏強さ MPa 30.3 14.2 19.3 23.2
引張降伏呼び歪 % 6.8 1.0 1.2 1.4
曲げ弾性率 MPa 1981.5 3507.6 4623.6 4719.8
曲げ強さ MPa 30.3 14.2 19.3 23.2

ｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃値 kj/m2 2.0 2.1 2.2 2.5

ﾁﾞｭﾛﾒｰﾀｰ硬さＤ ー 66.0 67.0 74.0 74.0
90.1 110.8 131.1 131.0

単位

荷重たわみ温度(0.45Pa）  ℃

PP100%

2015/8/18

PE　80％ PE　80%

竹粉２０％ ﾎﾀﾃ粉２０％

ＭＦＲ(ﾒﾃﾘｱﾙﾌﾛｰ） g/10min 2.0 3.1 2.5

密度 g/cm
3 1.00 0.94 0.92

引張降伏強さ MPa 12.1 16.4 17.4
引張降伏呼び歪 % 14.2 50.2 56.5
曲げ弾性率 MPa 865.4 310.1 266.1
曲げ強さ MPa 12.1 16.4 17.4

ｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃値 kj/m
2 7.7 26.2 70.6

ﾁﾞｭﾛﾒｰﾀｰ硬さＤ ー 55.0 54.0 54.0
63.8 57.4 58.9

単位 PE　100%

2015/8/18

荷重たわみ温度(0.45Pa）  ℃

試験菌名 試料名 測定 生菌数
シャーレ上の
コロニー数

PP＋ホタテ粉　 接種234時間後 ５．３ｘ１０７ 300以上
ＰＰ+竹粉 接種234時間後 検出限界以下 0

ＰＰ+竹粉＋ﾎﾀﾃ粉 接種234時間後 検出限界以下 0
ＰＰのみ 接種時 １．２ｘ１０６ 300以上

大腸菌

2014/2/12
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ＮＰＯ法人グリーンネットワークとは 
【基本理念】 

〇農林漁業の復活により、失われつつある農産漁村の豊かな姿と日本の美しい自然を復活 

〇枯渇しつつある石油資源やリン資源の減量化と再利用 

〇循環型社会、持続可能な社会形成に貢献 

〇荒廃竹林を美しい竹林へと再生と乳酸発酵竹粉活用によるビジネス提案 

 

放置竹林再生で乳酸発酵竹粉と植物性ケイ酸によるビジネスを！ 

 

 

六次産業化 総合化事業計画作成支援 

2012/12 熊本県山都町野口林業・茨城県林業藤家・兵庫県 杉本林業などで実施 

 

講演会・交流会 

2016/10  BioJapan2016(横浜パシフィコ)出展＆講演  3 年連続出展 

2016/05  「ＮＥＷ環境展」出展  ４年連続出展 

2016/03  日本農業新聞取材 「熊本県山都町の竹資源利用協議会による乳酸発酵竹粉活用」 

2016/03  西日本ラジオ特別番組出演「エコイズム 2016 ｷｰﾜｰﾄﾞは森・里・川・海」 

2015/02  緑と水の環境技術革命プロジェクト事業「高速竹粉製造機開発と竹粉活用」講演 

2014/11  岡山Ｂ-net フォーラム出展 

2013/12   農水省産連ネット交流会「竹粉の農業活用と 6次産業化の実務研究会」愛媛県松山市 

2013/10   講演会「福岡県みやこ町との竹粉の農業活用研究会」 熊本県山都町 

2013/05   ＮＨＫ首都圏ネットワーク「茂木町竹粉活用の取り組み」出演 

2013/03   茨木県酒々井町里山フォーラム「竹林整備と竹資源活用」竹林整備と町づくり講演会 

2013/02   農水省産連ネット交流会「竹による六次産業化と農産物商品価値向上」熊本県山都町 

      同上 兵庫県南あわじ市・埼玉県坂戸市・福岡県博多市・茨城県かすみがうら市で開催 

2013/02   全農ＴＡＣ研究会「地域バイオマスとしての竹粉末による地域活性化」 千葉県千葉市 

2013/01   生ごみリサイクルフォーラム 「乳酸発酵竹粉の活用」 東京都両国 

2012/07   土づくりフォーラム「竹発酵微粉末による農作物品質向上と堆肥発酵促進」東京都土壌協会 

2012/02   栃木県茂木町 「竹乳酸発酵粉末の高度循環利用による循環型地域つくり」 栃木県茂木町 

      同町にて 環境立町シンポジウムにて 講演 

2012/11   愛知県刈谷市 講演「緑と水の環境技術革命プロジェクト 竹粉末製造機の開発とﾃﾞﾓ」 

2011/07   日本有機資源協会テクノフォーラム「竹の高度循環利用による六次産業化」 東京都 

       同上 続編 2 回実施 

2010/11   竹による農業の 6次産業化協議会（16市町村参加）を組織 

2010/04   内閣府 NPO 法人設立認証 

 

ＮＰＯ設立以来の補助事業実施 
2016/03   (公益社団法人)国土緑化推進機構 「緑と水の森林ファンド」実施 

2013/08    農水省 『緑と水の環境技術革命プロジェクト』 計 4年 ４回 事業実施 

      『高機能性バイオプラスティック等の事業化』 『竹発酵微粉末による林業の六次産業化』 

2012/06   農林水産大臣（関東農政局）『 研究開発・成果利用 六次産業化』認定証授与 

2010/05   農水省 農業生産地球温暖化事業（3年間実施 2012 年 3 月まで） 

 

最近の活動状況 
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